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1 はじめに

　この研究にはこんな意味がある．背景はこのようになっている．そこで本研究ではこのような取り組みを行った．

2 基本原理

　本節では本研究の基本原理である○○の原理，○○の△△に向けた拡張法について述べる．

2.1 ○○の原理

　かくかくしかじか．

2.2 ○○原理の拡張

　これこれしかじか．

3 構築システムの概要

　2節で説明した原理に基づき図1に示した手順でシステム開発を行った．■■処理，◎◎処理について次項から説明する．


図１　処理の流れ

3.1 ■■処理

　こんな処理です．

3.2 ◎◎処理

　あんな処理です．

4 結果

　こんな条件で実験結果を行った結果を表Xに，あんな条件で行った実験結果を表Yに示す．

表１　◇◇の結果

	
	
	

	
	
	

	
	
	


表2　◆◆の結果

	
	
	

	
	
	

	
	
	


5 まとめ

　実験結果のあのことからこんなことがわかる．このことから，こんな条件下であんなことがわかった．

　構築したシステムの評価

　さらにこんなことをすることであんなことができるようになることから，本研究のこんなアプローチはこんなに有効だといえる．
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